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インターバンクの声 （2017 年 5 月 29 日） 
 

3 連休を控えた週末のロンドンとニューヨ―ク市場では、アジア市場で米長期金利が

一段と低下したことやリスク回避の高まりもあって、ドル円は一時 111 円 90 銭割れま

で円買い・ドル売りが進んだ。 

東京市場早朝の水準からは 1 円近く円高が進んでいたので、さらに持ち高調整が

進めば一週間前に付けた 110 円台前半に近づくようなこともあるかと思われたが、米

1－3 月期の GDP 改定値が上方修正されたことで、ようやくドルが下げ止まった。 

ただ耐久財受注がマイナスとなり、ミシガン大学消費者信頼感指数も下方修正され

たため、ドルの買い戻しに勢いが付くことはなかった。 

週明け東京市場のドル円は、すでにニュ―ヨーク市場のドル高値より下落して動き

始めているが、ロンドン、ニューヨーク市場が休場になることもあって大相場になる可

能性は低いだろう。ただ、トランプ大統領のロシアゲート疑惑は、ついに娘婿のクシ

ュナー大統領上級顧問の関与を伝える報道まで出てきており、連休明けに新たな

報道でもあれば市場にも大きな変化があるかも知れない。 
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